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経
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、論
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第
主

巻

第
二
號

(慧

纂

古
套

木
正
九
年
八
月
稜
行

〆
げ

.

雫

.

論

説

、

.

徳

郷
.
時

代

の
、
税

制

瀧

本

誠

一
.

r
.
.
徳
川
塒
代
の
税
掴
は
所
謂
御
領
這
私
領
ε
に
依
っ
て
大
な
る
相
蓮
あ
り
、
又
瀾
東
を
關
西

難
繍
紹
讐

譲
帽
喋
弧

瓢
籏
里
諺
欄
輸
鷲
肥
汁
聾
咽
練
墨
繋

滋
梱
躊
".隔

髄
瀾
鍵
紡
銃
器
棚
雑
振
舞
嫌
に難
椴
輪
購

ひの
魯霧
齢
螺
襲
鑑
叢

誌
奮
闘
麗
鱗
殊
磯
難
貯
罐
雛
悪
銀
窺
㌍
難

鷲
聾

欝
莚

鶉
蓼
馨

蝦

錠

灘
.
韮

依
つ
{

往
々
同
心
か
ら
喜

所
あ
九

共
他
藩
室

於
て
穿

其
の

制
鹿
馬
取
立
法
及
名
稠
等
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
す
、
甚
π
し
き
は

一
落
内

一
郡
内

に
在

っ
て
す
ら
之
を
匠
々
に

す
る
が
如
き
有
様
で
あ

つ
で
∵
要
す
る
所
見
本
金
圃
封
乃
所
皆
當
局
の
思
ひ
峠

に
勝
手
の
事
を
聚
ッ
て
居
っ
た

も

の
で

め
る
、
故

に
税
制

の
詳
細
を

述

べ
ん

ε
す
れ

ば
V
、
.中

々
複
雑
b

π
お
問

題

で
あ
.つ
て

、
亭

朝

一
ダ

に
は
之

論

説

徳
川
時
代
の
税
制
.

、

第
十
一
巻

(第
二
號

・=

一
五

「

■

「

「
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「

、「
ノ

論

説

徳
川
時
代
の
税
制

」

第
十

一奮

(第
二
號

二
}

一五
二

を

難
し
難

い
の
で
あ

る
「
、依

り
で

余

は
今
此

に
徳
川

時
代

の
.税
制

な
ざ

、
結
す

る
も

、
.、其
實

は
當
時

の
租

慌
中
殆

ん
ご
唯

≒
の
地

位
を
占

め
て
居
.つ
た
田
租
及

之

に
關

す

る
問
題

に
就

き

、
惟
た

ホ

ソ
の
概

略
を
述

ふ
る

に
渦
ぎ
な

い
,の
で

あ
る
。
.

、

・
、

'
.
.

.

我

国

の
田
租

は
上
古
は
皆
稻

で
納

め
た
め

下
、
租

稻
御
東
何
把

ε
唱

へ
た
も

の
で

あ
る
、
中
世

に
至

り
付
石
何

慧

云
ふ
様
に
な
り
、
稻
で
納

め
す
℃
て
、
籾
納
め
に
改
ま
り
π
の
で
あ

っ
て
、
職

國
時
讐

で
は
何
れ
も
皆
籾

の
盤

に
上
納
し
た
の
で
あ
る
、
.殊

に
戦
国
時
代

に
於
て
は
相
槍
ぜ
し
て
農
民
よ
b
取
上
げ
た
る
米

の
大
部
分
は
兵

糧
亡
し
て
城
中

へ
書

へ
た
も
の
で
や

ツ
レ
に
は
粮
米

で
な
け
れ
ば
轟
害
腐
爛
の
患
を
防
ぐ
こ
ε
.が
揖
來
な
か
っ
た

の
で
あ
る
、
然

る
に
元
和
年
間
徳
川
氏
の
世
の
中
ε
な
b
、
始
め
て
立
米
納

の
制
噂
な
b
、
爾
来
引
続
き
明
治
の

初
年
に
至
る
ま
で
、
田
租
は

一
般
淋
立
米
を
以
て
納
め
究
の
で
あ
る
、
但
し
上
方
の
団
々
に
は
三
分

一
銀
純
な
る

事
あ
り
、
是
れ
は
專
ら
畑
年
貢
を
称
し
馨

も
の
に
て
冬
構
は
銀
納
で
め
つ
て
も
、
實
際
は
關
東
の
夏
成
(畑
馨

絶

愛

期
に
納
め
す
し
て
、
秋
成
面

相
}三

緒
に
棄

聾

す
あ

慣
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
・
。

藷

鯉

総

論
初
め
11
銀
蔑
で
調
め
た
』

の
な

み
が
故
.ト
此

の
名
解
が
生
じ
た
;
ミ
な
み
べ
し

.
奥
州

に
て
に
之

々
中
石
代
ミ
瑠
し
、
甲
州
・ト
て
は
大

功
小
功

ξ
云
ひ
、
西
国
九
州

に
て

11
萎
石
ピ
醒
し
、
中
古
ま
で
は
皆
妻
で
納
め
た
の
で
あ

る
が
其

の
.後
大
抵
米
細
F
改

め
た
の
で
あ
る
。

さ

て

此

の

田

租

は

如

何

な

る
方

法

に

て

取

立

て

π

か

ご

云

ふ

に

、

ソ

レ
は

世

人

の

周

知

す

る

が

如

く

検

見

取

(検
見
畿

見
・
も
董

を
庵

あ

う

の
方
法
で
あ
つ
で
"、
賛

警

は
努

地
頭
言

笑

を
奮

し
・
.

百
姓
の
田
地
の
立
毛
融
無
難

翫
暴

醗
難

風
潮
懸
礁
見

分
芝

・
、
其
の
纂

訴

求
鏡

察
し

ダ

卜

'

、

-

.

.



●

幽

r

て
「
租
税
の
取
個
を
定
む
る
の
で
あ

っ
て
、
.通
例
は
耕
地

一
枚
九
々
に
揮
苅
な
る
事
を
行
ひ
、

一
坪
九
け
の
實
牧

を
認

ぺ
て
見
て
其

の
平
均
牧
穫
を
極

め
た
も
の
で
あ

る
」
然
れ
ご
も
槍
見

の
方
法
は
種
々
あ
め
、
卵
検
見

、.・大
検

見

・
居
驚

藩

暑

く
は
謬

見
な
言

々
の
仕
方
が
あ
っ
て
・
団
々
庭
々
に
依
然

何
れ
も
其
の
卸

方

を
異

に
七
て
居
っ
た
の
で
あ
る
、
又
定
免
ご
云
ふ
は
例

へ、は
+
年
ε
か
十
五
年
ε
か
の
股
穫
高
を
李
均

し
、

一
定

の
税
額
を
極
め
、
三
年
ε
か
五
年
圏
か
の
期
間
を
限
b
て
、
其

の
期
間
中
は
歳
の
豊
凶
鵡
拘
は
ム
す

噂
、定
額

の
税

.

を
納
あ
し
.む
る
の
で
あ
.る
、
而
七
て
視
の
事
を
冤
ご
補
す
る
由
來
は
詳

か
な
ら
ざ
れ
こ
も
噛、
佐
藤
信
淵
は
其

の
著

「
農
政
本
論
」
に
於
で
「
割
付
免
献
」
の
題
下
に
「
免
状

、
〔年
貢
割
付
の
事
に
て
現
今
の
徴

税
冷
害
な
翌
)
は
上
に
誘

　
　

じ

り

ワ

ヅ

ケ

コ

魂
如
く
是
程
は
年
貢
に
牧
納
し
、
其
餓
は
百
姓

の
作
徳
分
に
発
し
遣
は
す
の
義
顔
眺
、
今
塒
に
は

厚
謝

(元
来
は

視
は
厘
毛
も
切
捨

て
す
し
て
取
上
く
る
蓬
云
ふ
こ
.ε
な
れ
ざ
も
普
通
税
の
取
個
を
仕
出
し
て
村
の
郷
帳

へ
証

人
す

サ
ナ
フ
ぢ

る
こ
ε
を

云
ふ
の

で
詰
り

税
率

を
定
む

る
事
で
あ

る
.・
の
事
を
も
免
状

ざ
云

ひ
、
下
札

{年

貢
割
符

の
事
な

り
)

「,の
事

を
も
冠

状

己
云
ふ

、
何
れ
も
皆

同
意

に
て
上

よ
わ
免

じ
下

さ
る

等
年
貢

の
書
付

`
云
ふ
.義
な

b
」
(農
政

本
論

ロ

　

寝
本
中
容
止
[
ご
一四
ひ
、
又
深
田
九
皐
の

「
幌

4
齋
漫
錬
」
に
は

、「
今
地
方

の
賦
悦
に
免

の
字
を
用
る
は
字
義
に

あ
た
ら
ぜ
る
事
也
、
古

へ
は
ゆ
る
す

こ
ξ
は
兎
ざ
暑
し
な
ム
ベ
し
黛
山
城
國
八
幡

は
志
水
甲
斐

が
領
地
な
サ
、
甲

ロ
　

げ

斐

の
家
来
松

崎
某

芭
云

へ
る
者

誹
り
侍

岐

し
は
八
幡

は

今
に
於

て
ゆ

る
す

ご

ε
を
兎
何

ほ
ご

＼
諸

ふ
由

∵
此

等
は

古
き
盲

の
遺
b
.し
也
」
(寝

本
巻
三

》
.、ε
あ

ザ
,
信

淵

の
説

の
前
段

に
於
て
は
∵
「
取

肴
だ
"
を
上

唇
取

飛
で
其

の
飴

論
.
観
.

徳
川
時
代
の
穏
刷
.

第
㍗丁
一
巻

(第
三
}號
岬

三
)

r
軍
一昌

、

r

.

「
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.
.
.
.

し

諦

観

徳
川
時
代
の
税
制

「

第
十
[巻

《
第
二
號
.

四
∀

一
五
四

,
」

b
を
百
姓

へ
菟
る
し
潰
は
す
の
義
な
り
」
ε
し
、
そ
の
後
段
に
於
て
は

「
上
ま
吐
冤
じ
下
さ
る
㌦
年
貢
」
一四
寿
ε

あ
b
、
残̀

t
て
遣
は
す

の
を
菟
ε
云
ふ
か
,
年
貢
は
暴
れ
だ
け
で
宜

し
い
ε
云
っ
て
冤

る
し
て
や
る
が
放

に
冤
ε
.

云
ふ
の
か
、
其

の
邊
は
分
明
な
あ
す
、
叉
九
皐

の
説
で
は
冤
の
字
は
現
今
で
は

賦
視
の
意
義

に
使
用
す
れ
こ
も
険
「・

背
臨
凶
歳
か
何
か
の
事
由
で
、
年
貢
を
輕
減
若
く
は
免
除
し
た
る
場
合

に
其
の
減
冤
の
額
を
云
現
は
す
が
爲
め
に
、

冤
何
程
ざ
栴
」
た
り
ご
云
ふ
の
意
味
な
る
か
、
暴
れ
亦
明
確
を
欠
く
の
解
騨
な
れ
ご
も
、
兎
に
角
徳
川
時
代
に
於

て

一
般
に
穐
そ
の
物
を
免
ε
構

へ
て
居
陀
こ
ε
は
世

人
の
知
る
所
で
あ

る
。
.

検
見
取
は
我
國
古
來
の
租
法
で
あ

っ
て
其
の
行
は
る
、
や
久
し
"ら
腱
、
定
免
は
比
較
的
近
年

に
始
ま

つ
泥
も
め
.

で
、
一
斡

依
れ
ば
享
保
年
中
考

行
は
れ
た
あ

事
で
あ
轟

轟

羅

綾

警

議

事
果
し
て
然
る
や
否
分

ら
ざ
れ
こ
も

、
定
免
に
關
す

る
種

々
の
規
定
、
例

へ
は
凶
歳
に
て
三
分
以
上
の
損
毛
あ
る
時
は
破
冤

(
今
日
の
免

税
)
こ
し
、
三
分
以
下

の
ε
き
は
百
姓
の
損
毛
ε
し
、
川
欠

(出
水
等

に
田
を
流
さ
る
、
事
)血
崩
等
に
て
小
前

(小

作
人
)
の
持
高
十
分

一
以
上

の
揖
毛
あ
右
聴
は
赤
出
次
第
(
出
願
蜘
第
)
、
.
之
を
敦
正
す
る
等
の
事
及
定
免
願
出
の
際
.

は
小
前
連
印
村
役
人
奥
割

に
て
請
醗
丈
を
差
出
す
等

の
規
定
は
緬
て
皆
享
保
年
中
に
定
う
た
る
事
な
れ
ば
、
此
等

・の
黙

よ
噸
推
測
す
れ
ば
(
定
免
は
矢
張
此
の
時
代
に
始
ま
b
た
る
も
の
な
る

べ
し
ご
想
は
る
。

嘗
時
田
租
の
取
個
は
何
程
で
あ

っ
た
か
ご
云

へ
ば
、
或
は
四
公
六
民
或
は
五
公
五
民
な
ご
が
通
例
な
b
.し
か
ざ

.

も
、
其
の
割
合
は
國
々
庭
々

一
達
し
て
居
ら
な
か
っ
た
も
の
で
.あ
る
、
領
主
給
人
の
苛
酷
な
る
支
配
の
下
で
は
六



公
四
民
な
ご
の
重
税
を
課
せ
ら
れ
居
た
ゐ
庭
な
き
に
あ
ら
ざ
b
し
も
」

一
.説

に
依

れ
ば
徳
川
氏
の
領
内
即
ち
所
謂

御
領
地
は
享
保
年
中
八
代
將
軍
吉
宗
の
塒

に
五
公
五
民
の
制

に
定
う
た
.こ
の
事
な
れ
こ
も
、
太
宰
春
毫
は
當
代
は
,

十
分
の
四
、
(即
ち
四
公
六
民
)
を
通
法
ご
す

ご

〔痙
濟
録
)
述

べ
て
五
公
五
民
に
あ
ぢ
ざ
る
こ
ε
を
耕
し
居

る
標

で
あ
る
▼
撚
れ
`
も
照
合
須
知
の
著
者
谷
本
敏
は
此
の
説
を
罪
な
し
ご
.し
、
國
に
依
り
所
に
依

つ
τ
高
十
石
に
年

貢
・
二
三
石
・
當
ら
ざ
倉

雪

、
蒼

蒼

+
石
・
婆

も
・
れ
ξ

騨
龍
諾

ゆ
騰

徽
繋

饗

議

銚
肋
筋
櫛
蜘
聴
暢
恰
各
其
實
は
田
楽
形
石
敷

(實
牧
穫

公
事
な
る

べ
し
)
の
四
分
か
五
分
か
若

く
叉
六
分
に
も
當

る
べ

し
冨

「
様
に
高
十
石
の
内
よ
り
四
石
を
取
胤
を
以
て
通
法
ご
は
な
し
難
し
ε
論
じ
居
6
も
、
ソ
レ
に
し
て
も
.四
公
.

.

ざ
か
五
公
61
.か
.一
般
の
標
準
は
大
抵
略

々
定

っ
て
一居
た
る
に
相
違
な

か
る
ペ
ー
し
て
ガ
而
か
も

ソ
レ
は
憲
毫

の
云

へ
る
四
公
六
民
よ
レ
は
寧

ろ
五
公
五
民
の
方
が
實
.際
に
行
は
れ
で
居
た
る
視
.牽
ら
.し
ぐ
恵

は
る
、
.の
で
あ
る
、
.現

に
.大
石
久
敬
も
亦
此
め
五
公
五
民
説
で
あ

っ
て
、
彼

は
其
の
著

.コ
地
方
凡
例
録
」

に
.
「
天
和
貞
享
の
頃

に
重
し
追
.

ケ

コ
　

迫
御
政
事
も
改
り
た
る
.由
.に
て
其
節
よ
り
五
、公
五
民
の
法
螢
蔭
た
臥
し
か
、
其
始
不
詳
」
`
云

へ
る
を
見
れ
ば
貞

享
以
後
元
脈
乃
至
享
保
の
頃
即
ち
暮
墓
在
世

の
時
代

に
於
て
は
勿
論
五
公
五
民
の
制
を
貴
行
し
て
居

花
る
も
の
＼

如
し
、
然
る
に
春
嚢

當
借
は
+
分
の
囲
を
樋
著

す
を

遠
谷

強

、
.現
在
共
時
が
四
至

ハ民
の
制
で
あ
み

ぜ
云

へ
る
に
あ
ら
す

、
.
所
謂
.當
代

ピ
は
御

當
家

ご
云
ふ

の
意
味
.で
め

つ
.て
徳
川
家

の
.視

法
、は
本

來
四
公
⊥
ハ
民

を
通

法
ε
し
た
も

の
で
あ

る
ε
論
じ
た
様

に
あ
取
ち

る

、
め

で

あ
る
」、
ソ
レ
.は
何
故

か

`
云

へ
.ぱ
前

代
豊

臣
氏
.の
.時
代

論

説
.

徳
川
時
代
の
税
制

・

第
十

一巻
.
(鍬
二
號

五
)

【
五
五
.
.

.

●

㌧
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調

論
.
説

徳
川
.ド
代
り
税
制

幽

第
十
「
巻

(第
二
既

出ハ》

.一
五
六

に
は
御

領

ざ
私
領

ε
を
問
は
ず

、
賦

挽
は

一
般

に
甚

だ
寛
ぐ

し

て
其

の
原
譜

し
明
示
す

る
が
如

く
「
天
下

之
賦
税

、
.・

三

分
二
者
地

頭

取
之
、
三

分

一
春

耕
氏
可
自
取
之
」

ご
φ
嚇
て

、
牧
穫

の
=
.一分
の
二
は
公
租

ε

も
て
取
上

け
ら

れ

た
.の
で
あ
る
,
窮
編
醗
編
謬
雑
醤
獲
超
窺
ポ
艦
縞
膿
伽
甥
齢
勘
罐
既
鶴
袈
燈
ほ
暴
れ
は
頗

ふ
る
重
税
で
あ

っ
て
六
公
四
民
よ
わ
も
猶
重
し

ご
雌
、常
時
は
朝
鮮
征
伐
に
て
諸
大
.名
.海
外
出
征
響
の
必
要
あ
り
、
.

内
外
の
費
用
甚
た
多
端
な
レ
し
か
ば
、
豊
臣
氏
は
已
む
こ
ε
を
得
す
斯

る
重
税
葱
許
し
た
の
で
む
る
、
.、然
る
に
其

後
徳
川
氏
の
甘
め
中
ε
な
b
.民
力
休
養
の
必
要
め
わ
し
ょ
b
、
大
に
田
租
.の
軽
減
.を
断
行
し
て
、
四
公
六
民
の
割

合
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
」
即
ち
熊
澤
蕃
国
か
集
義
外
書

に
四
分
六
分
は
天
下
の
痛
め
で
あ
る
ご
云
っ
て
居

る
の

.

、は
此
の
事
で
あ

っ
て
、
.蕃
出
勝
代
に
は
猶
此

の
・四
分
六
分
の
制
.を
實
付
し
て
居

つ
.た
も
の
ざ
思
は
る
、↑
地
方
凡
例

録
を
見
.れ
ば

,「
兵
農
分
.暫
7
・ヨ
リ
.
.(北
條
時
代
を
云
ふ
な

る
.べ
し
)
、諸
国
租
税

!
法
大

昌
鍵

ジ
、
上
例

土

八
分
地

頭

へ
柄

メ
、
四
分
百
姓
取
、
中

田

ハ
四
分
年
貢
Y
六
分
作
徳
、
下
田
は
一,一分
地
頭

～
納

ブ
、
八
分
首
姓
佑
徳
ド
冬
、

之

ヲ
干
場

シ
テ
地

頭
四
分
、
.百
姓
六
分
・
取
.
地
頭
四
身

ノ
内

7
分

過
朝
家

/
租
税

』
シ
・フ
国
用

ヲ
足

ス
」
`
古

書
に
見

へ
た
る
由
を
述

べ
て
、
卒
均
四
分
⊥
八
分
が
.北
條
氏
以
來
の
通
法
で
あ

っ
た
車
身
論
じ
居
る
も
、
.此
の
通
法

は
豊
臣
氏
に
至
吐

一
旦
腋
減

に
締
し
て
前
記
の
如

き
重
視
に
な
り
だ

る
を
、
徳
川
氏
.に
及
.ひ
氏
・心
を
牧
麓
す

る
の

'

策
ご
し
て
、
何
時

の
頃
か
四
分
六

分
即
ち
四
公
六
民
め
制
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
、
繰
れ
こ
も
徳
川
氏
は
豊
臣
氏

時
代
に
於
け
る
六
尺
弄
寸
班
.即
ち
.方
六
尺
五
寸
を
以
て

一
坪
ご
な
し
居

た
右
.を
,
、「六
尺
縄

に
縮
め
、
.現
行
の
ソ
.レ

.

'



」

の
如
く
方
六
尺
を
以
て

一
坪

ご
定
め
、
.
.
}
反

の
内

に
て
六
十
坪

を
減
し
た
る
が
故

に
徳
川
「氏
の
四
分
⊥
八
分
は
豊
臣

氏
よ
り
却

っ
て
重
税
に
な

っ
た
ξ
云
ふ
の
読
を
唱
ふ
る
.者

φ
り
〔星
野
常
冨
、
田
制
滑
革
考
劫
見
る
.べ
し
)成

る
程

か

ソ
ド
リ

段
取
を
主

ざ
す

る
地
方

に
於
て
は
此

の
歩
法

〔拝
外
廣
猿

V
の
攣
庚
は
直
接

に
大
影
響
が
あ
っ
π
に
相
違

な
い
の

う

ゆ

ン
ド
リ

ン

ド
や

.

で
あ
・
、
器

穀

轟

旙

灘

驕

無

勢

磯

廊
郷

鍛
雑

響

が
畷

併
し
ソ

.・
は
窪

角
.徳
提

が
そ
の
初
代
,

に
於
て
は
四
公
六
民
の
古
制

に
復
し
て
民
心
の
収
攬
に
勉
め
た
る
こ
ε
は
疑

ひ
な
き
事
實
な
り
し
な
る
べ
き
も
、

五
代
將
軍
(綱
吉

)丹
至
六
代
將
軍
〔家
宣

∀
の
時
代
よ
つ
幕
府
の
財
政
漸
く
窮
乏
を
訴
べ
、
.其
の
入
を
計

っ
て
出
を

制
す
る
の
.成
規
を
守

る
・
.
」
ご
能
は
ざ
る
に
至
b
し
か
ば
、
遂

に
復
た
古
制
を
破
.つ
て
増
税
の
止
む
可
ら
ざ
る
に
及

ひ
、
御
頭

[
般
に
五
公
五
民

の
制
漏
政

ゆ
て
農
民
の
牧
穫

の
孚
分
を
正
税
`
し
て
取
b
上
く
る
て
ご

・
な
う
だ

る

の
で
あ
る
》
但
大
名
の
私
領
は
其
の
以
前
よ
b
既

に
五
公
五
民
若
く
は
其
の
以
上
の
重
税

に
な

っ
て
居

た
る
や
も
.

知
れ
な
い
の
で
あ
る
、
.、「
地
方

一
様
記
」
に
は
、
年
貢
の
取
個
は
御
領
私
領

に
て
格
別
の
異
硬
き
も
、
団
々
所

々
.
.
、
私

領
は
御
領
よ
b
も
高
免
な
サ
ξ
記
る
し
あ
れ
ば
、
徳
川
氏
が
五
公
五
晟

の
重
視
に
改

め
た
る
は
其
の
御
.領
民

に
於

て
格
別
の
歴
追
を
減
じ
な
か
っ
た
も
の
ε
想
像
せ
ら
る
、
の
で
.あ
る
、
.尤
も
徳
川
氏
の
政
策
は
そ
の
.中
葉
頃

に
至

る
迄
は
常
に
最
あ
巧
妙
を
極
め
、
愚
民
を
瞞
着
す
る
.に
は
頗
ふ
る
狡
猾
な
る
手
段
を
用

ひ
つ
＼
め
っ
た
め

で
、
此

の
増
、視
實
行
の
.場
合
に
於
て
も
固
よ
り
公
然
ご
法
令
を
獲
し
て
、
何
.年
何
月

よ
り
五
公
五
民

に
.改
正
す

る
き

布
告

し
だ
る
も

の
に
あ
ら
す
、
記
録

に
も
留

め
.ざ
れ
ば
口
碑

に
も
傳
は
ら
す
渦
何
聴
の
間
.に
か
御
領
.の
百
姓
は
皆
恐
し

論

説

徳
川
時
代
の
税
制

第
十
一
巻

(第
二
號

七
)

一
五
七
.

㌔.
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講

説

征

川
時
代
の
聡
.
.

-

筆

一巻

第

.競

る

一
五
入

此

の
重
き
負
播
を
課
せ
ら

れ
て
居
る
.ε
一云
ふ
こ
ご
に
な

つ
か
の
で
φ
る
、
足

れ
が

「
地
方
凡
列
薇
」
の
著
者
大
石
.

久
敬
を
始
め
ε
し
て
所
謂
地
方
巧
者
の
名
あ

る
人
々
す
ら
、
徳
川
氏
が
五
公
五
民

の
制
を
採
用
し
た
る
は
何
れ
め

・時
代
な
.る
や
明
確
に
そ
の
始
め
.を
知
ら
ざ
る
所
以
な
る
べ
し
ゆ

、
、
.
.

、

.

.
、、

.

.徳
川
氏
時
代

に
於
け
る
農
員

の
負
据
は
前

記
正
視
の
外

に
所
謂
小
物
成
浮
彼
等
の
名
禧
を
付
せ
ら
れ
た
る
種
々

め
難
視
あ
り
.、
.叉
村
高
に
課
せ
ら
れ
た
る
諸
役
の
中

に
憾
三
役
、
.夫
米
銀
な
ご
特
種

の
義
務
を
負

へ
る
も
の
め
砂

τ
、
是

は
何
れ
も
輕
か
ら
ざ
る
負
櫓
・で
あ

っ
だ
の
で
あ
る
、
小
・物
成
…ば

小
年
貢
F
(年
貢
忍
物
成

ご
云
ふ
.)
の
意
に
.

て
田
畑

よ
り
勧
む
る
正
視
ご
同
上
く
郷
帳
に
記
入
し
あ
る
野
銭
、
出
銭
、
林
永
、
.漁
猟

彼
等

議
魍
伝
恥
嚇
駅
伝
御
報
"

醗

錨

携

騒

の
.を
云
ひ
、
羅

思

至

金
、
何
運
上
、
何
嘉

警

の
籍

寄

し
、
諮

纏
縫

型

.

憲
の
年
期
を
.極

め
て
定
額

を
上
納
.せ
し

め
.
又
は
臨
時

に
取
立

っ

べ
き
も

の
に
し
て
、
郷

帳

に
記
入
せ
.ざ
る

も

の

rを
云
ふ
、
弥

一、金
は

牧
穫

の
何

分

を
取

る
ε
云

ふ
の
で
、
例

へ
ば

鰯
漁

分
.
一
、
.餓
漁

分

=

市
場

分

一
、
請
山

分

.

一
の
類

で
あ

る
、
、運
上
は

土
よ
.り

一
定

の
額

を
極

っ
て
取

立

つ
る

も

の
に
て
、
「冥

加
は
下

よ
.b
何
程
納

め
.る
ご
云

.

つ
・
醤

慰

の
を
云
ふ
の
で
め
・
、
舞

あ

醤

菟
職
親
磁
論
難

懸

醍
勲
鍵

擁

護

硫
ピ
・
.

封

ず
る
手
敷
料
の
如
ざ
智

の
ば
則
ち
冥
加
金

ざ
補
す

る
の
で
あ
る
、
此
等
は
総
て
皆
繁
雑

に
し
て
累
憾
し
き
負
憺

な
b
し
が
き
就
中
農
民

に
多
大
の
迷
戚
を
蒙
ら
し
め
た
る
は
を

の
村
高
に
課
せ
む

れ
た
る
諸
役
で
む
右
、
諸
役
の

主
も
な
る
も
の
は
徳
川
氏

の
三
役
、
各
人
各
の
夫
米
銀
で
あ

な
、
.三
役
ε
は
第
」
は
御
隠
馬
宿
入
用
米
ご
穂
し
、



/

'

村
高
百
石
蒔

米
六
升
を
課
し
漉

嫌
饗

よ
第
二
は
六
尺
繋

羅

し
糠
騎
膿

雅
飢
昭
響
嫉
饗
欝
加
盤

脈
駅
雌
鰍
桝
,第
三

は
御
蔵
前
入
用
ε
稠
し
、
上
方
は
村
高
百
石
に
銀
十
五
匁

、
關
東
は
同
永
二
百
五
十
丈
宛
を
納
む

.

る
・
ご

・
な

っ
て
居

っ
た
の
で
あ
る
、
購

矯

轟

講

又
夫
米
銀
は
各
藩
何
れ
も
多
少
の
相
違
あ
り
た
る
も
、

大
抵
百
石

に
付
米
二
斗
五
升
乃
至

一
斗
四
五
升
宛
を
割
付
け
ち
た
の
で
あ
る
内
荷
止
の
外
地

頭
が
京
都
な
ご
め
在
,

番
を
仰
付
け
ら
る
、
が
、
又
は
屋
敷
が
火
災
に
罹
b
、た
る
折
な
ピ
に
は
夫
れ
一

村
高
に
患
じ
て
相
當
の
負
澹
を

課
誉

れ
、
覇
驚

編

舗

愛

川
普
請
、
馨

馨

の
折
、
.人
夫
を
軽

ら
れ
砦

場
倉

於
て
・
農
事
の
都
合

若
く
は
鰥
寡
狐
凋
老
衰
疾
病
等
に
し
て
、
出
観
す

な
こ
ご
能
は
ざ
る
者
は
、
相
當
の
出
金
を
爲

さ
窒
る
可
ら
ざ
る

の
で
あ

っ
て
写
是
を
総
て
夫
銭

`
稠
し
た
.の
で
あ
る
。

.

、
.
.
.

餐

ξ

當
健

民
が
最
も
苦
参

減
じ
た
・
も
の
は
例
の
助
郷
で
あ
る
、
助
郷
は
五
街
轟

雛

獅

鋸

粗

瓢

の
沿
道
各
村
長

捨
せ
し
め
た
る
特
種
の
役
務
で
あ
る
、
尤
も
助
郷
の
義
務
あ
る
村
々
は
三
役
は
御
見
の
.制

な
れ
こ
も
、
東
海
道
の
和
ぎ
幕
吏
及
諸
大
名

の
往
來
頻
繁
な
る
所

に
て
は
、
其

の
沿
道
二
里
三
里
遠

き
は
五
里
も
、

隔
り
た
る
村
に
て
も
、
此
の
役
務
を
勤
め
、
各

々
其
の
石
高
に
慮
じ
て
割
付
け
ら
れ
ね
る
人
馬
は
、
、前
日
よ
臥
指

定

の
宿
場

へ
出

て
＼
、
∵
御
厨

の
當
口
は
朝

か
ら
晩
ま
で

コ
キ
使
は
れ
、
其
の
夜
は
其
慮

へ
宿

っ
て
翌
日
去
れ
く

杜
方

へ
蹄

る
の
で
あ
っ
て
、

一
日
の
勤

め
の
爲
め
に
前
後
三
日
を
費
や
す
の
例
で
め
る
、
勿
論
そ
の
人
再
は
少
額

ボ
　

　

の
賃
銭

を
支
給

せ
ら

る

、
事
な

る
も

、
此

等
は
到
底
宿

料
食

費
其

他

に
小
遣
銭

の
半

額

に
毛
足
ら
す

し

て
、
莫

大

論

説

徳
川
時
代
の
税
制

・

第
十
一
旛

(第
二
號

九
)

↓
五
九

「'「"

●

」



講

説

徳
班
晴
代
⑳
税
制

第
+
一
巻

(第
二
臆
.

一
9

=
ハO

の
足
前
を
要
し
侮
る
の
み
肢
聾
す
、二

回
の
徴
鞍
に
三
月
も
潰
盛
る
る
爲
め
に
農
事
繁
忙
の
親
節
な
ご
に
は
村

々

ロ

.

皆
非
常
の
迷
戚

を
蒙

つ
π
の
で
あ
る
」
、殊

に
此

の
助
郷
の
負
措
は
徳
斯
氏
の
央
ば
よ
b
年
々
歳

々
著

る
し
く
増
加

し
た
る
も

の
ε
見

へ

「地
方
凡
秘
録
」
、の
記
す
る
.所
に
依
れ
ば
中
山
道
新
町
、
倉
賀
野
、
高
崎
、
安
中
、
板
鼻

等

の
助
郷
人
夫
の
討
合
は
、
享
保
年
間

に
は
、
村
高
百
石
に
付
五
十
人
な
レ
し
に
、
其
後
僅

々
四
十
鯨
年
を
経
過
し

て
、
妥
永
天
明
の
頃
に
及
ん
で
は
、
其
の
割
付
高
三
、
四
百
人
の
多
き
に
上
り
、
殆
ん
ご
八
倍
の
増
加
を
見

る
に

至
れ
り
ざ
云

へ
b
、
百
石
に
付
三
四
百
人
ε
云
ふ
は
事
實
鯨
り
渦
大
.に
は
あ
ら
ざ
る
か
の
疑
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、

兎
掛

此
等
の
碁

が
歳
を
婆

て
増
加
し
つ
島

つ
た
忌

は
習

で
あ
る
、
、而
し
て
斯
あ

如
き
は
中
山
道
.

沿
線
の
赫
々
忙
限
b
た
.る
に
あ
ら
す
,
.所
謂
五
街
道
の
柑
線
は
網
て
皆
同
様
で
め
つ
て
、
殊

に
東
海
道
筋
の
如
き

は
年

だ
更
ら

に
幾
倍

の
増
加
を
僻
し
た
る
や
知

る
可
ら
ざ
る
の
で
め
る
晶
五
公
五
民
の
軽
か
ら
ざ
る
正
税
の
外

に
、

斯

る
荷
重
の
負
措
に
謝
し
て
當
時
の
農
民

ぽ
如

何
に
之
を
堪

へ
だ
る
.か
は
、
今
日
吾
人
に
想
像
の
及
ば
ざ
る
所
で

あ
る
コ
、

・「
撚
れ
こ
も
元
來
震
域
の
負
措
⑳
輕
重
如
何
は
其

の
取
個
の
削
合
よ
り
は
,
寧
ろ
魔
除
上
に
於
け
る
之
が
取
扱
の

如
何
に
あ

っ
て
存
す
る
.の
で
め
る
、
.徳
川
氏
に
其
の
勅
代
よ
り
大
に
百
姓
を
懐
柔
す
る
ご
云
ふ
美
名
を
吹
聴
し
つ

づ
一
翼

の
實
は
勝
國
の
時
よ
与
は
却
て
大

に
倍
克
を
騨

に
し
、
言
語
同
断
な
る
残
虐

の
取
扱
を
篤
し
た
る
事
は
、

何
人
も
疑

は
ざ
る
事
實
で
あ

を
、
夫
め
家
康
の
謀
臣
本
多
佐
渡
守
正
信
の
建
策
に
出
で
た
る
施
政
の
方
針
は

「
百

,



姓

に
は

一
年
の
入
用
夫
食
を
積
ち
せ
、
其
鹸
を
年
貢
に
牧
る

べ
し
、
百
姓
は
財

の
飴
ら
の
様

に
不
足
な
き
様

に
治
.

る
事
が
道
な
り
」
ε
云
ふ
の
で
あ

っ
て
、
宛
む
今
日
の
肚

會
主
義
者
が
剰
鹸
蟹
値
の
掠
奪
者
ご
七

て
友
撃

し
つ
、
.

あ
る
剛
欲
非
道
の
資
本
家
よ
り
は
樹

一
厨
甚
た
し
き
も
の
＼
如
く
な
る
も
、
徳
川
氏
は
歴
代
此
の
愚
る
べ
.き
政
策

を
貴
行
し
、
天
下
の
楓
本
ε
も
禰
す

る
百
姓
に
射
し
て
は
、
常

に
絞
れ

る
だ
け
其
の
膏
血
孕
絞
り
取

っ
て
酒
唯

ヶ

饅
死
に
及
ば
し
め
ぞ

云
ふ
こ
置
を
標
準

ε
し
だ
る
も
璽

、
あ
る
、
故

」
此
等

の
事
情

に
依

っ
て
享

推
察
す

る

聴
は
徳
川
氏
の
税
制
は
五
公
五
民

ε
云
ふ
輕
か
.ら
ざ
右
負
捲
で
あ

っ
た
の
み
な
ら
す
薄
其
の
實
礫
土
の
取
扱
に
至

っ
て
は
、
街
更
ら
顧
ふ
る
苛
酷
で
あ

っ
た
ε
云
ふ
事
は
、
.勿
論
想
像
す

る
に
難

か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
、
殊

に
検
見

取
の
如

き
に
至
っ
で
は
之
に
徒
事
す
る
吏
員
の
手
v心
次
第
、
寛
厳
如
何
様
に
も
出
來

'る
こ
ご
で
あ

っ
て
、
表
面
に

定

め
あ
る
取
個
は
ド
ウ
云
ふ
事
に
な

っ
て
居

っ
て
も
、
實
際
の
取
扱
は
輕
く
す

お
ε
も
重
し
す

る
`
も
.
史
興
の

　

ヒ

勝
手
に
な
る
の
で
あ
乃
、
故

に
取
側
の
定
め
よ
り
は
、
寧

ろ
取
扱
如
何
の
方
が
農
民
の
運
命
を
決
す
る
重
大
問
題

・

で
あ
っ
て
而
か
も
當
特
地
方
の
事
に
關
,保
し
た
る
俗
吏
の
多
ぐ
は

一
般

に
百
姓
を
虐

付
し
、
出
來
得
る
限
b
絞
り

カ
ミ

取

る
を
以
て
↓
に
封
ず

る
御
奉
公

ε
心
得

へ
、
其
.の
上
た
る
者
も
、
皆
斯
く
の
如
き
俗
吏

を
忠
義
看
こ
し
て
信
任

す

る
の
傾
向
め
め
七
か
ば
、
農
民
は
愈
々
益
々
悲
酸

の
域

に
沈
淪
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

.

徳
凋
時
代

に
於
け
る
農
民
の
負
据
斯
く
の
如
↑
過
重
な
り
し
が
爲

め
、
種
々
の
悪
結
果
を
生
じ
た
る
は
薯
萌

の
-

現
象
で
あ

っ
て
、
.彼
等
は
之
か
錦

め
次
第
に
漉
せ
衰

へ
、
.肥
料
其
他
の
手
當
も
行
き
届

か
す
し
て
、
生
産
は
年

々

」

論

説

徳
川
時
代
の
税
制
.
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二

に
減
少
し
、
遂
に
府
庫

の
牧
納
高
む
亦
随
て
減
少
す

る
に
至
り
た
る
は
蔽
ふ
.可
ら
さ
る
事
實
で
あ
る
、
さ
れ
ば
元

蕨
享
保
以
降
徳
川
政
府
及
諸
大
名

の
財
政
は
非
常
の
窮
迫
を
訴

へ
、
其
の
牧
人
は
支
出
の
.年
額

に
も
及
ば
す
ε
云

ふ
が
如
き
未
曾
有
の
困
難

に
逢
着
し
陀
る
其
の
原
因
を
尋
隔
れ
ば
、

一
に

は
大
卒

の
飴
澤
上
下

一
般
に
奢
侈
に
赴

き
て
、
豆
類
の
支
出
を
促

か
し
た
る
に
依
る
な
る
べ
き
も
、
亦

[
に
は
田
租
の
法
、
.及
其
の
取
扱
上
、
無
理
非
道

の
捨
克

の
み
を
事
ε
し
で
、
民
力
の
休
養
な
ご
に
留
意
す
る
も
の
な
《
、
.徒
ら

に
眼
前
の
利
害

に
汲
々
`
し
て
農

.
民

の
膏
血
を
極
端
に
響

上
げ
た
る
結
果
、
却

て
其

の
聴
納
を
減
少
し
馨

も
の
な
お
・
ざ
は
余
の
辮
を
待
穿

も

ロ

る
所
で
み
る
、
「
畢
砕
録
」
に
税
多
税
少
～
・税
少
視
多

ピ
云
ふ
奇
言
が
あ
み
、
徳
川
氏
の
中
世
以
来
は
儲
か
に
此

の

奇
言
の
前
年
を
事
賃
上
に
讃
明
し
た
る
も
の
ε
云
は
ざ
る
可
ら
す
⑩

加
之
な
ら
す
重
税

の
結
果
、
大
に
田
地
の
改
頁
を
妨
げ
た
る
の
み
な
ら
す
、
上

田
は
下
田
蓬
鍵

じ
、
下
田
ぽ
遂

に
荒
蕪
地
ε
攣
す

る
が
如
き
有
様
を
来
し
、
農
村
は
漸
次
甚
た
し
き
衰
微
を
呈
す
る
に
至
b
た
る
は
、
是
れ
又
明

白
の
事
實
に
し
て
、
徳
川
氏
の
末
年

に
は
特
に
著
し
《
此
の
兆
候
を
顯
は
し
究
る
も
の

、
如
し
、
成

る
論
者
慣
當

時
農
村
が
痛
"

衰
微
し
て

荒
蕪
地

の
坦
加
し
た
る

原
因
は
專
ら
農
民
が
力
餅
を
厭
ふ
て

商
ε
な
る
の
事
實
に
簾

・

し
、
嚴
し
き
倉
を
出

し
て
農
民
の
商
ざ
な
る
こ
`
を
禁
止
す

べ
し
ε
云
ふ
の
意
見
を
主
張
し

た
る
も
、
其

の
實
秘

す
し
も
然
ら
す

し
て
農
民
が
其

の
居
村
を
離
れ
て
都
會
の
地
に
集
噛
る
の
傾
を
生
し
湿
る
は
、
肚
會
の
凝
蓮
に
俘

ふ
自
然

の
大
勢
で
め
る
ざ
同
時
に
、
當
時
徳
川
氏
及
諸
大
名
が
何
れ
も
競

っ
て
農
民
を
横
奪
し
π
る
よ
り
、
彼
等

ダ/



,

・

r

.

は
其
の
負
櫓

に
堪

へ
す
、
止
む
こ
ピ
を
得
す
し
て
、
田
畑
を
棄
て
居
村
を
轄
退
す
る
の
不
幸
に
遵
遇
す
る
じ
至

(、
.

た
の
で
め
る
、
農
民
を
苦
し
め
た
る
悪
峡
の
結
果
為
斯
く
の
如
.さ
惨
状
を
呈
し
陀
る
こ
ε
は
曹
た
、我
国
の
み
.な
ら

す
、
時
の
泌
古
に
關
せ
ず
、
洋
の
東
西
を
問
は
す
、
世
界

の
歴
史
の
讃
明
す
る
所
で
め
畜
、
余
輩
曾
て

モ
ム
ゼ
ン

氏
の
羅
馬
史
を
閲
し
、
伊
太
利
の
農
民
が
政
府

の
苛
税

に
苦
め
ら
れ
て
、
妻
子
離
散

の
惨
状

に
陥
り
セ
る
事
を
記

す

る
に
至
b
、
宛
も
我
か
徳
川
時
代
の
農
村
を
目
撃
.す
る
.の
思
を
駕
し
て
轄
た
感
慨
に
禁

へ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
.、

の

故
琴

之
を
歴
昏

徴
す
る
に
農
杖
の
荒
至

螢

に
養

民
の
み
の
罪
に
あ
ら
す
、
叢

府
が
摘
克
の
結
果
、

亦
大
に
與

か
つ
て
力
あ
る
;
巴
は
世
界
共
通
の
事
實
で
あ
る
、徳
川
氏
末
年
の
學
者
等
が
偏

へ
に
農
民
を
責

め
て
、

其
の
韓
業
を
防
止
せ
ん
ε
企
て
た
る
侭
思
は
.ざ
る
初
茜
起
し
き
も
の
で
あ
る
、
..

」
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